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SF - 837 (Mydecamycin) のin vitroお よ びin vivo抗 菌 作 用 に つ い て

萩 原 義 郷

久留米大学医学部微生物学 教室

緒 言

明治製菓 中央研 究所 において,新 しく開発 されたSF-

837に ついて,試 験管内におけ る抗菌 力お よび実験感染

動物 による治療実 験を行なつた ので,そ の成 績を報告す

る。

実 験 方 法

1. 供試薬剤:SF-837(明 治製 菓株 式 会 社)お よび

Leucomycin(LM)(東 洋醸造製)粉 末 を,使 用前SF- 837

は2%ア ラ ビア ゴム液 に,LMは 生理的食塩水 に溶 解

して使用 した。

2. 供試菌:表1に 挙 げた教室 保存株を用 いた 。Strep

tococcus hemolyticusIお よびDiplococcus pneumoniae IIIは

明治製菓株 式会社 か ら分与を受けた ものであ る。 また,

使用 した患者 分離 株は,表2に 示 した。

3. 最小発育阻止濃度(MIC)の 測定 法:日 本化学療

法学 会標準 法1)に 従がつて行 なつた 。 また,Heart in-

fusion brothを 用いた希釈法に よる測定 も行なつた。

4. 動物実験:実 験 動物 として,約209のddN系 の

マ ウスを用 いた。感染は,生 理的食塩水 に浮游 した一定

濃度 の菌液0.1ml ～ 1mlを 腹腔 内に接種 して行なつた 。

SF-837は2%ア ラビア ゴム溶液に溶解 し,ま たLMは

生理 的食塩 水を使つて一定濃度に した ものを,菌 接種後

30分, 3時 間, 6時 間 の3回 に分 けて,SF-837は 経 口

投 与 した。判定は,1週 間後 の生存率 を もつて行なつた。

実 験 成 績

1. 各種 保存菌株に対す るSF-837の 抗菌力

表1は,各 種の保存菌株15株 に対す るSF-837の 抗

菌 力について調べ た結果を まとめた ものであ る。

SF - 837は,調 べ た グラム陽性球菌に対 してはすべて強

い抗菌 力がみ られた。Staphylococcus aureus 209P株 お よ

びSmith株 は いず れ もほ ぼ0.39mcg/mlで 発育が阻止

された。 また,Streptococcus hemelsticusお よびDiplecoccus 

pneumoniaeも それぞれ0.1 ～ 0.39mcg/mlお よび0.1 ～ 0.2

mcg / mlで 発育阻 止が認め られた。 さ らに,グ ラム陽性

桿菌 であ るB. subtilisに対す るMICは0.78mcg / ml

であつた。いつぼ う,グ ラム陰性 桿菌 に 対 し て は,Sh.

flexneri 2bお よ びE. coli Bの2株 を 除 き,他 の 菌 株 に対

して は,SF-837は す べ て50mcg / mlの 濃 度 に お い て も

発 育 阻 止 は認 め られ な か つ た 。Shigellaの 場 合,Sh, flexneri

2bに 対 して は そ のMICは1.58 ～ 3.12mcg/mlで あ つ

た が,Sh.sonneiこ 対 して は50mcg / ml以 上 で あ つ た 。

またE. coliの 場 合,調 べ た4株 はB株 に 対 して だ け 有

効 で,そ のMICは3.17 ～ 6.25mcg/mlで あ つ た 。 同

時 に 調 べ たLMの 抗 菌 力 は,SF-837の 抗 菌 力 とほ と

ん ど同 様 な結 果 で あ つ た。

2. 患 者 分 離 株 に 対 す るSF-837の 抗 菌 力

SF-837の 患 者 か ら分 離 したStaphylococcus 50株 に対

す る抗 菌 力 を 調 べ た 結 果 を,表2に 示 す.Staph. aureecsお

よびStaph. epidermidisに 対 す るMICの ピ ー クは,0.78

mcg/ml ～ 1.56mcg/mlこ 認 め られ た 。また,患 者 か ら分

離 したSh. flexneri 2a4株,Sh. sonnei 8株 に 対 す る

SF-837のMICは いず れ も50mcg / ml以 上 で あつ た 。

3. SF - 837お よびLMに 対 す るStaph. aesretis Smith, 

表 1 保存 株に対す るSF-837お よびLMのMIC
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Strept. hemolyticus I, Dipl. pneumoniaeの 耐 性 分 布

約107/ml ～ 108mlの 菌 液1mlず つ を9cm径 の シ ャ

ー レ9枚 に 入 れ ,12.5mcg/mlか ら0.025mcg/mlま で

の2倍 希 釈 濃 度 の 薬 剤 を 含 む 寒 天 培 地 を 加 え て混 合培 養

を 行 な い,生 じ る集 落 数 を 測 定 す る こ とに よ り性 耐 分 布

を 調 べ た 。

1) Staph. aureusの 耐 性 分 布:図1に 示 す よ うに,

Staph. aureusの 集 落 数 は,SF-837の 場 合 に は,0.2mcg / ml

か ら減 少 しは じめ0.78mcg / mlで 完 全 に 発 育 が 阻 止 さ

れ た 。 ま た,LMの 場 合 も,0.2mcg / mlか ら 減 少 が み

られ1.5mcg/mlで は 集 落 は 認 め られ な か つ た 。

2) Strept. hemolyticusの 耐 性 分 布:結 果 は 図2に 示

す 。SF-837お よ びLM両 者 に 対 して,そ れ ぞ れ0.1お

よび0.2mcg / mlか ら集 落 数 の 減 少 を 認 め,0.39mcg / ml

で 集 落 の 発 生 は なか つ た 。

3) Dipl. pneumoniaeの 耐 性 分 布:SF-837お よ び

LM両 者 に対 して0.2 ～ 0.39mcg/mlで 減 少 し は じ め,

同 様 な 集 落 数 の 減 少 を示 し6.25mcg/mlで 完 全 な 発 育

阻 止 が み られ た 。

4. マ ウ スを 用 いた 実験 的 感 染 症 に 対 す る治 療 効 果

1) 実 験 的Staph. aureus Smith感 染 症 に 対 す る治

療効 果:Staph. aureus SmithsLD50の 菌 に5%ム チ ンを

加 え て腹 腔 内接 種 した マ ウ ス60匹 を6群 に 分 け,体 重

表 2 患者分離株に対す るSF-837のMIC

図 1 Staph. aureus Smith のSF-837お よびLMに

対 す る耐 性 分 布

図 2 Strept. pnetimoniae IのSF-837お よびLM

に 対 す る耐 性 分 布

図 3 Dipl. pneumeniaemのSF-837お よ びLMに

対 す る耐 性 分 布
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1kg当 り50mg, 100mg, 200mg, 400mgお よび600mg

の2%ア ラ ビアゴム溶液 に溶解 したSF-837を 経 口投

与 し,残 り1群 を対照 と し た。 結果 は図4に 示す よ う

に,50mg, 100mgお よび200mg投 与群 の1週 間後の

生存 率は20%で あつた。 また,400mg投 与群 での生存

率は70%, 600mg投 与群 では100%で あつた。

2) 実 験 的Strept. hemolyticusI感 染 症 に 対 す る治

療 効 果:StrePt. hemolyticusの10LD50の 菌 量 を 腹 腔 内接

種 し た マ ウス70匹 を7群 に 分 け,50mg, 100mg, 

200mg, 300mg, 400mgお よび600mgのSF- 837を

経 口投 与 し,残 りの1群 を対 照 と した 。 結 果 は,図5に 示

す 。50mgお よび100mg投 与 群 の1週 間 後 の 生存 率

は,い ず れ も40%で あつ た 。 ま た,200mg投 与 群 の 生

存 率 は80%, 300mgお よび400mg投 与群 で は90%, 

600mg投 与群 で は100%で あ つ た 。

3) 実 験 的Dipl. pneumoniae III感 染 症 に対 す る治

療 効 果:Dipl. pneumoniaeの10 LD50の 菌 量 を 腹 腔 内 接

種 した マ ゥ ス60匹 を6群 に 分 け,SF- 837の50 mg, 

100mg, 200mg, 400mgお よび600mgを 経 口投 与 し,

残 り1群 を 対 照 と した 。結 果 は,図6に 示 す 。50mg投 与

群 の1週 間 後 の生 残 率 は20%, 100mg投 与 群 の そ れ は

40%で あ つ た 。 また, 200mg投 与群 で は80%で あ り,

400μgお よび600μg投 与 群 で の生 存 率 は100%で あ

つ た 。

考 察

新 しい マ ク ロ ラ イ ド剤 で あ るSF-837の,試 験 管 内 抗

菌 力 お よび マ ウス を 用 いた 実 験 的 感染 症 に 対 す る治 療 効

果 につ い て検 討 した 。

試 験 管 内 抗 菌 力 に つ い て は,SF-837は 同 時 に実 験 に 使

用 したLMと ほ とん ど同 様 な抗 菌 力 を 示 す こと が認 め ら

れ た 。SF-837は グ ラ ム陽 性 球 菌 に 対 して は 強 い抗 菌 力 を

示 し,そ のMICはStaph. aureusで0.39 ～ 0.78mcg/ml, 

Strept. hemelsticusで0.1 ～ 0.39mcg/ml, Dipl. pnettmeniae

で は3.13 ～ 6.25mcg/mlで あ つ た 。Dipl. pneumeniaeに

対 す るLMの 試 験 管 内 抗 菌 力 は0.1 ～ 0.2mcg/mlで あ

り,こ の 点 や やSF-837の ほ うが 劣 つ て い た 。 また,グ ラ

ム 陽1生桿 菌 で あ るB. subtilistle対 して は,0.78mcg / mlで

菌 の 発 育 を 阻 止 す る結 果 が 得 られ た 。いつ ぼ う,グ ラ ム陰

性菌 に 対 して はSF-837のMICはE. coli B, Sh. flexneri

2bを 除 き,す べ て50mcg / ml以 上 で,ほ とん ど発 育 阻

止効 果 は な い も の と 思 わ れ る。E. coliBお よびSh.

図 4 Staph. aureus Smith感 染 に対 す る治 療 効 果

図 5 Strept,pneumoniae I感 染 に 対す る治 療 効 果

図 6 Dipl. pnettmoniae III感 染 に対 す る 治 療 効 果
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flexneri 2b に お け るSF-837のMICは そ れ ぞ れ,1.56 ～ 

3.12mcg / mlお よび3.17 ～ 6.25mcg/mlで あ つ た 。患 者

分 離 株 に 対 す るSF-837のMICはStaph. aureus 32株,

お よびstaph. epidermidis 18株 に 対 して0.78 ～ 1.56mcg/

mlに ピー クが 認 め られ,有 効 だ と思 わ れ る。し か し,Sh. 

flexneri 2a 4株 お よびSh. sonnei 8株 に 対 す る そ れ は

50mcg / ml以 上 で あ り,抗 菌 効 果 は な い も の と思 わ れ る。

Staph. aureus, Strept. hemolyticusお よびDipl. pneumoniae 

の3種 の菌 を 使 用 して 行 なつ たSF-837お よびmMに 対

す る耐 性 分 布 の 結 果 も,SF-837とLMは ほ と ん ど 同 様

な カ ー ブを 示 して い た 。 以 上 の 結 果 は,SF- 837がLM

と 同様,グ ラ ム陽 性菌に 有 効 な薬 剤 で あ り,そ の抗 菌 力

もLMと ほ と ん ど同 じで あ る こ とを 示 す もの で あ ろ う。

マ ウ ス を用 い た 実 験 的 感 染 症 治 療 実 験 に お い て は,

Staph. aurens感 染 に 対 して400mg / kg以 上,Strept. he-

wtolyticus感 染 に 対 して200mg/kg以 上,Dipl. pneumoniae

感 染 に 対 して200mg / kg以 上 の 投 与群 に お い て 治 療 効

果 が あ る と思 わ れ る結 果 を 得 た 。

結 論

明 治 製 菓 中 央 研 究 所 に お い て,薪 し く開 発 され た マ ク

ロ ラ イ ド系 抗 生物 質SF-837に つ い て,試 験 管 内 抗 菌

力,お よび マ ウ ス を用 い た 感 染 治 療 実 験 を 行 な い,以 下

の 結 論 を 得 た0

1. 各 種 保存 菌 株15株 中 グ ラ ム陽 性 菌,Staphylococcus, 

Streptococcus, Diplococcusお よびB. subtilisに 対 す るMIC

は0.1 ～ 0.78mcg/mlで あ つ た 。ま た,グ ラ ム陰 性 桿 菌 の

うちE. coli Bお よびSh. flexneri 2bに 対 して は0.78 ～ 

6.25mcg / mlで あ つ た が,そ の他 のE coli, Shigella, 

Salmonella, Pseudomonas, Klebsiellaお よびSerratiaに 対

す るMICは いず れ も50mcg / ml以 上 で あ つ た 。

2. Staphylococcus, Streptococcusお よびDiplococcusの

SF-837に 対 す る 耐 性 分 布 は,LMに 対 す る それ とほ と

ん ど 同 じ で あ り,そ れ ぞ れ の菌 に 対 し て0.78mcg / ml, 

0.39mcg / mlお よび6.25mcg / mlで 集 落 の 発 生 は認 め

られ なか つ た 。

3. マ ウス を用 い た 動 物 実 験 に お い て,Staph. aureus, 

Strept. hemolyticusお よびDipl. pneumoniaeの 感 染 の 場

合,SF-837投 与 後 の生 存 率 は,Staph. aureasに お い て は

400mg / kg以 上,Strept. hemelyticusに お いて は200mg / kg

以 上,ま たDipl. pneumoniaeに お い て は200mg / kg以

上 の投 与 群 に お い て70%以 上 で あ り,有 効 と思 わ れ る

結 果 で あ つ た 。
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ANTIMICROBIAL ACTIVITIES OF SF-837 
(MYDECAMYCIN) IN VITRO AND IN VIVO

YOSHISATO HAGIHARA 

Department of Microbiology, Kurume University School of Medicine

The antimicrobial activities of SF-837, newly developed at the Meiji Seika Kaisha, Ltd., were studied 
in vitro and in vivo. The results obtained are summarized as follows. 

1. The antimicrobial activities of SF-837 against 15 strains of stock culture were equal to those of 
leucomycin. 

2. The minimum inhibitory concentrations of SF-837 were ranged from 0.39 to 3.12 mcg/ml against 
Staphylococci isolated from patients, and more than 50 mcg/ml against all strains of Shigella. 

3. The numbers of survived bacilli were counted in nutrient agar containing different concentrations 
of the drugs. As the results, the antimicrobial effects of SF-837 were equal to those of leucomycin 
against Staphylococcus, Streptococcus and Diplococcus. 

4. The effects of treatment with SF-837 on experimentally infected mice were examined. The 
treatments with SF-837 were effective against Staphylococcus, Streptococcus and Diplococcus infections.


